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論 文 内 容 要 旨
子宮 内膜がん の罹患率 は一般 的に欧米で高 く,日 本 を含 む東南 ア ジアでは低 い。 しか し,近 年
日本 にお ける子宮 内膜 がん罹 患率 は増加を して い る。子宮 内膜がんの リス ク要因 が食事 や生活習
慣,生 活 環境 に関連す ることが示唆 されて お り,そ の因子 を研 究す るこ とは急務 であ る。 これ ま
で,緑 茶 におけ る抗 がん作用 につ いて,invitroや 動物実験 では証拠が多 く報告 されて いるにも
関 わ らず,ヒ トに おけ るその関連は明 らかで はない。 そ して,緑 茶摂取 と子宮 内膜 がん リスクの
関連 につ いて も,未 だ結論 は得 られて いな い。
この研 究 は,緑 茶 摂取 と子 宮類 内膜 腺 がん(endometrialendometrioidadenocarcinoma)
の関連 につ いて 日本 にお ける症例対照研究 を用 いて検討 した。症例 は子 宮類 内膜腺 がん と診断 さ
れ た80歳 以下 の患者158人,対 照は各症 例 に年齢 と居住地域 をマ ッチさせ た一 般女性285人 と し
た。症例 お よび対 照 は,身 長,体 重,喫 煙歴,妊 娠歴,疾 患既往歴 な ど,生 活習 慣 に関す る約50
項 目にお よぶ調 査票 と,141品 目の食物 と飲料 に関 す る摂取頻度調 査表 に回答 した。 まず,症 例
群 と対 照群 につ いて交絡要因 と して可能性 のあ る特性 の差異を検討 した後,条 件 付 き多変量 ロジ
ステ ィ ック回帰分析 に よ り,緑 茶摂取 と子宮類 内膜腺 がん罹患 リスクを解析 した。
症例 群 は対 照群 に比 して,よ り肥満 であ り,低 学歴 であ り,糖 尿病 が多 く,ま た,肉,野 菜,
コー ヒー,緑 茶の 摂取頻度 が低 か った。緑茶摂 取 と子 宮類 内膜腺 がん リス クの粗 オ ッズ比(95%
信頼 区 間)は,最 も緑 茶頻度 の少な い群 「4杯/週 以 下」 を基準 に した場 合,「5-6杯/週 か ら1
杯/日 」群 では0.85(O.49-1.45),「2-3杯/日 」群 で はO.60(0.35-1.03),「4杯/日 以上」群 で
は0.51(028-0.92)で あ った(Pfortrend-0.011)。 さ らに,交 絡 因子 と して可能性 のあ る共
変量 を モデル1,2,3に 分 けて解析 した。 この3つ のモデル において も,結 果 はそれ ほ ど変化 せ
ず,そ れぞれの モデル に影響 のあ った変量 や臨床 的に意義 のあ る変量 を選択 し,最 終 モデル と し
た。最 終 モデ ルの共 変量 はBMI,教 育歴,妊 娠歴,閉 経 の有無,喫 煙 歴,糖 尿 病 の有無,1日
のエネ ルギー摂取量,味 噌汁 の摂取頻度,豆 腐 の摂取 頻度,コ ー ヒーの摂取 頻度 とした。 この結
果,緑 茶摂取頻 度 を4分 位 に し,最 も頻度 の少 な い群 「4杯/週 以下」 を基準 に した場合,「5-6
杯/週 か ら1杯/日 」群 でのオ ッズ比は0.77(O.37-1.58),「2-3杯/日 」群 では0.61(0.30-1.23),
「4杯/日 以上 」群 では0.33(0.15-O.75)で あ った(Ptrend=0.007)。 さ らに,緑 茶摂取頻度 を5
分位 に分 けて解析 して も,同 様 に有意 な リス ク減 少傾 向 を認 めた。 さ らに,子 宮 内膜 がんの リ
スクと考 え られ る生活 関連項 目,生 殖関連 項 目につ いて それぞれ層別化解析 を行 った ところ,緑
茶摂取 最小4分 位 群(4杯/週 以下)を 基準 と した時,最 大4分 位群(4杯/日 以 上)に おいて は
それぞ れ どの層 で も一致 して負の関連を認 めた。
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今回の症例対照研究にて,緑 茶摂取は子宮類内膜腺がんの罹患 リスクと負の量 一反応関係が示
された。緑茶摂取が子宮類内膜腺がん罹患の予防因子となる可能性が示唆された。
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審 査 結 果 の 要 旨
子宮 内膜 がん の罹 患率 は一般的 に欧米 で高 く,日 本 を含 む東 南 ア ジアでは低 い。 しか し,近 年
日本 におけ る子宮 内膜がん罹患率 は増加 を してい る。子宮 内膜 がんの リスク要 因が食事や生活習
慣,生 活環 境 に関連 す ることが示唆 されてお り,そ の因子 を研 究す る ことは急務 で ある。 これ ま
で,緑 茶 にお け る抗がん作用 について,invitroや 動 物実験 では証拠 が多 く報告 されて いるに も
関わ らず,ヒ トにお けるその関連 は明 らかではな い。 そ して,緑 茶摂取 と子宮 内膜 がん リスクの
関連 につ いて も,未 だ結論 は得 られていな い。
この研 究 は,緑 茶 摂取 と子 宮類 内膜腺 がん(endometrialendometrioidadenocarcinoma)
の関連 につい て 日本 における症例対照研 究を用 いて検討 した。 症例 は子 宮類 内膜 腺 がん と診断 さ
れた80歳 以下 の患者158人,対 照 は各症例 に年齢 と居住地域 をマ ッチ させた一般女性285人 とし
た。症例 およ び対照 は,身 長,体 重,喫 煙 歴,妊 娠歴,疾 患既往 歴な ど,生 活習慣 に関す る約50
項 目におよぶ調査 票 と,141品 目の食物 と飲料 に関す る摂取頻度調 査表 に回答 した。 まず,症 例
群 と対照群 につ いて交絡要 因 として可能性 のあ る特性 の差 異 を検討 した後,条 件付 き多変量 ロジ
ステ ィック回帰分 析 によ り,緑 茶摂取 と子宮類内膜腺 がん罹患 リス クを解析 した。
今 回の研究 で は,(1)症 例 を子宮類 内膜腺がん に限定 した ことで,よ り均質 な集 団での検討 を
行 うことが で きた。 類 内膜 腺が んは子宮 内膜が んの約80%を 占め,子 宮 内膜 がん の代 表的 な組
織型 で ある。 そ して,類 内膜腺 がん の多 くは,子 宮 内膜 がん の病 原性 によ る分類 のType1に 属
して い る。Type1と は,形 態学 的,生 化学 的な観点 か らType2と は異な り,子 宮 内膜増殖症 が
前駆病変 で あ り,エ ス トロゲ ン,肥 満,糖 尿病 に関係 して いるこ とが知 られ,い わゆ るホルモ ン
関連 がん で あ る。 一方,Type2は 漿 液性腺 がん,明 細胞 腺 がんな ど比較 的 まれな組織 型 に代表
され,そ の前駆病 変や罹患 リス クは未だ一致 した見解 を得て お らず,そ の治療 法 や予後 に関 して
も異 な る組織型 の集団で ある。(2)可 能性 のあ る交 絡因子;年 齢,肥 満,喫 煙,生 殖歴,糖 尿病,
食物 エス トロゲ ンを有す る大豆,そ の他肉 や野菜 な どが ん との関連 を示 唆 されて い る食物,ま た
緑茶以 外の嗜好 飲料 を徹底 的に補正項 目に取 り上 げた。 そ して これ ら共変量 で補正 して も,緑 茶
摂取 と子宮 内膜 が ん罹 患 リス クは負 の関連 を認 めた。(3)我 々は 「飲 まな い(週1杯 未満)」 か
ら 「毎 日10杯 以 上」 までの9つ の詳細 なカテ ゴ リーか ら回答 を得 る こ とで,緑 茶摂 取頻度 の回
答 を4分 位 や5分 位 に して検討 した。
これ まで緑 茶摂取 と個 々の臓器 におけるがん罹 患 リス クについての疫学 的検討 が行われて いる
が,胃,肺,大 腸,乳 房,食 道,膵 臓 においては有意差 を認 めな いこ とで意見 が一 致 して いる。
しか し一方,女 性 の胃,卵 巣,そ して子宮 内膜 にお いて,緑 茶摂取が がん罹患 の リスク減少 を示
す報 告が あ る。 この ことは,緑 茶摂取 の抗 がん作 用が,性 差や ホルモ ンと関連 してい る可能性 も
考 え られ るが その メカニ ズムにつ いてのエ ビデ ンスは少 ない。
今 回 の研究 結 果か ら,緑 茶摂取が子宮類 内膜 腺が ん罹 患 リスクの低下 の因子 とな る可能性 が示
唆 され,今 後 さ らな る疫学研究,実 験研究 な どで検討 の必 要性が示 された。
よ って,本 論文 は博 士(医 学)の 学位論 文 と して合格 と認 め る。
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